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要旨 ： 本研究で は、長崎市民 を対象に長崎市内の 景観に対す る意識や 問題 点につ い て調査 し、世代ならび に

在住年に よ っ て どの よ うな差がみ られ る の か 分析 し、次 の よ うな結果 を得た。長崎市内の 景観 に対する意識 は、

世代や在 住年 に よ っ て有意 差 がみ られ、年 齢が高い 人 また は長 く在住 してい る人 ほ ど長崎市内の 景観への 関心

が高か っ た。また、長崎市内の 景観 へ の 関心嬬 夸りや愛着が高い 人ほ ど景観に 対する保護の 意識 が 高レ傾 向が

み られ た。長崎市内の 景観に お い て 重要視す る点 は 、歴 史 的 ・文化的町並 み、商店 街、水 辺、公 園、住 宅街 の

それぞれの 景観 に よっ て 異な っ て い た。また、全て の 景観に お ける問題 点 に関 して は、電線 や電柱 の 数 が 多い

こ とが指摘 され た。

キーワード ： 景観、色彩、世 代、在住年、景観保護

　　　　　　　　　 1 ．は じめに

　近年 、国や全 国の 地 方 自治体 に お い て 、法 律 や 条 例

に よ り、積極 的 に 景観形成の 取 り組 み が なされ て い る。

ま た、市 民 の 景 観 へ の 意 識 も高 ま っ て い る と同 時 に、

地域の 個性 や特徴 を活 か した 景観形成が求 め られ て い

る （恵谷 ら 2007、高橋 と内村 2010）。長崎 に お い て も

地 域 の 個 性 や 特徴 を活 か し た 景 観 形 成 が 必 要 で あ る。

そ こ で 、本研 究 で は長崎市 民 を対 象 に、景 観 に 対 す る

意識 を調 査 し、世 代 や 在住年 に よ っ て どの よ うな差 が

み られ るか 明 らか に す る こ と を 目的 と し た。

　　　　　　　　 2 ．実験方法

（1）調 査 対象 者 ： 長 崎市在住 の 20 歳 以 上 の 住 民 622 名

　（平 均 年 齢 42 ．4 歳　 SD± 16．2 歳　 回 収 率 62．2％）

（2＞調 査場所 ：長崎県長崎市

（3）調 査 時 期 ： 2010 年 4〜6 月

（4）調 査 方 法 ： 郵送 及 び 留 置 き に よ る質 問 紙 調 査

（5）調 査内容 ：   年齢、性別、在住年   長崎市内 の

景観 に対 す る 意識   長崎市内の 景観 の 魅力   歴 史

的・文化的 町 並 み、商店街、河川や港な ど の 水 辺、公 園

や 広 場、住 宅 街 の 各景観 で 重 要視す る点 と問題 点

（6）分 析 方法 ： ク ロ ス 集計、κ
2
検定、Fisher の 直接確

率 法、Pearson の 相 関 分 析、一
元 配 置 分散分析

　　　　　　　　　　3 ．結 果

3−1．長崎市内の 景観に 対する意識

　景観への 関心 を 世代 別 に比 較 す る と、有意差 が 認 め

られ 、60 代 が 最 も高 か っ た （P 〈 0．001 ）。年齢 が 高い

ほ ど 関心 が 高 か っ た （表 1＞。同 様 に 景観 に 対す る 意識

を 世代
・
在住年 別 に 比 較す る と、世 代 で は 6 項 目に、在
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住年 で は 5 項 目 に有意差 が 認 め られ た （表 2）。

表 1 景観への 関心
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表 3　 各 景 観 に お い て 重要視す る 点
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表 2　景観 に 対す る 意識 と世代 ・在住年 との 関連

［1ト代 在イ卞
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　 全 て の 景観 の 問題点 と して 割合 が 高 か っ た の は 「電

線・
電柱 の 数 」 で あ っ た （表 4）、特 に、歴 史的・文化的

町 並み に お い て 最 も高 く、年齢 が 高い ま た は 在住年 が

長 い 群 の 問題 意識 が 高か っ た （P＜ O．・OOI）。
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表 4　長崎 市内の 各 景観 に 対 す る 問題 点

3−2．長崎市内の 景観 の 魅力

　各景観 に 対す る魅 力を世代別 に 比 較 し た結 果、4 項

目に 世 有 意 差 が 認 め られ た （図 1）。「路面電車が 走 る

風 景 」 （P ＜ 0．001 ） と 「寺町 通 り」 ⊂P＜ 0．Ol） で は 、60

代以 上 は 最 も魅力 的 と し た 。
「公 園や 広 場 1 （P く O．　Ol）

で は、20 代 は他 の 世代 よ り高 く、や や 魅 力 的 と した 。

「浜の 町商店街」 （Pく O，00D で は、20 代 は どちらと

も い えな い 、そ の 他 σ）群 は あ ま り魅力的 で ない と した 。
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　 　 　 河 川や 港 な ど の 水辺

斜面 に 建 ち並 ぶ 住宅や町 並 み
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長 崎 の 景観 の 魅 力

3−3．長 崎 市 内 の 各 景 観 に 対 す る 評 価

　各景観 で 最 も 重要視す る点 に つ い て 有意差が 認 め ら

れ た の は、世代
・
在住年 と もに 商1占街 の 「活気・に ぎわ

い 」 で あ っ た （P〈 0．001）。年齢 が 低 い ま た は 在住年が

短 い 群 で 重要 視 され た （表 3）。
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　　　　　　　　　　 4 ．考察

　 景 観 へ の 関心 や 誇 り や 愛着 は 年齢が 高 い ま た は在 住

年 が 長 い 群 が最 も高 か っ た。総合 的 な 印象 で 最も良 い

と 評価 した の は 20代で 、次い で 60 代以 i二で あ っ た。

20 代 は、各景観 に対 し問題 が あ る と指摘 した 割合 が 低

か っ た こ と、60 代以 上 は 景観 へ の 愛着が 高 か っ た こ と

が 総合的 な 印象 を高 くし た と考えられ る。ま た、40 代

の 総 合 的 な 印象 が 最も低か っ た の は 、景観への 誇 りや

愛着が 他 の IU／代 よ り低 か っ た た め と推 察 され る。

　各景観 で 重 要 視 され る 点 は 異な っ て い た こ と か ら、

そ れぞれ の 町 並 み に 合 っ た 景観 形 成 が 必 要 と思 われ る。

さ らに、景観 の 向上 、十分な歩道 の 確保、防災、通 信

回 線 の 信 頼性 向上 等 の 観 点 か ら、電線類地中化 等 の 無

電 柱化 の 取 り組みが 求 め られる。
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